








































　② 　文化遺産の保存修復には，古典建築を研究した建築家が担当し，古典建築の技法や Order と呼ばれる古
代建築の規律を取り入れて修復が行われていた。
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　このイタリア王国は，1861 年から 1946 年まで
イタリア半島を統治した。1940 年，第二次世界
大戦期に日独伊の三国同盟を結成し，枢軸国とし































































（Gallerie dell’Accademia di Venezia）である。
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Gallerie dellʼAccademia di Venezia 
―その歴史と役割―
　ヴェネツィアのアカデミアの始まりは，1750




















































































































ruvius の『De Architectura』は，1414 年のスイ
スのサンクトガレン修道院での大発見がきっかけ
となり，1486 年にジョヴァンニ・スルピティオ・
ダ・ヴェロリ（Giovanni Sulpizio da Veroli）に
よって印刷本として当初の形をとどめたまま失わ
れていたイラストを加えて再発表された（9）。
　つまり，Leon Battista Alberti の本の方が，元










































鑑みれば，Leon Battista Alberti の著書『De re 
Aedificatoria』も影響を与えているとも考えられ
るのではないだろうか。
　Leon Battisata Alberti の Order の解釈がすぐ
れていたとは言い切れないが，彼が建築監督を務
めたフィレンツェの「Basilica di Santa Maria 
Novella（サンタマリア・ノッヴェラ教会）（図





































































（Sebastiano Serlio） が 1537 年 に 出 版 し た 『I 













とはいえ，この書籍が少なからず Basilica di 
Santa Maria Novella のファサード改修へ影響を
与えていることや，ヴェネツィアでイタリア語訳











Basilica di san Giorgio Maggioreの事例
























































復 で は， 形 式 の 部 分 に は Sebastiano Serlio が
1537 年に出版した『I sette libri dell’architettura

















































1587 年にも，Gevanni Grimani も，古代ローマ
やギリシャなどの古代彫刻を寄贈した。これら
は，Museo del Palazzo Grimani と呼ばれるヴェ
ネツィア考古学博物館のコレクション群の基礎と
なっている。
























　イタリアでは，1796 年 3 月ナポレオン（Napo-
leon Bonaparte）がイタリアに侵略し，全土を席
巻した際，パルマ公国からは，コレッジョとミケ















































































　1862 年 12 月には，国王通達 No. 4474 が発令さ
れ，「美術協議会（Consulta di belle arti）」が設
置された。
















　1872 年国王通達 No. 662 では，歴史，考古学，
古地理の諮問委員会が設立された。その後 1874
年国王通達 No. 2033 では，考古学と美術の中央
協議会が設立され，彼らにより 1875 年 3 月 28 日
国王通達 No. 2440 で，美術品および考古発掘監
査官が任命された。1881 年には中央協議会は廃








て 1894 年 4 月 27 日国王通達 173 号では，歴史・
考古学に関する高等委員会が設置された（34）。
　これらの整備の結果，1902 年に出来上がった
のが，「portante disposizioni circa la tutela e la 
conservazione dei monumenti ed oggetti aventi 
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